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戦評

	苫消協は２回裏、四球やエラーなどで２死２、３塁のチャンスで、好調の１番中村（忠）が左中間へ３塁打を放ち、２点を先制。２死３塁から２番齊藤もセンターオーバーの３塁打で１点を追加。この回３点をもぎ取った。
４回裏、四球で出たランナーを送りバントで２塁に進め、その後、サードゴロの間にこの回代走で出た畑山が好走塁を見せ、一気にホームへ生還。１点を追加した。
その後、試合は７回裏に入り、５回表から守備についた、先頭の９番山谷がセンター前ヒットで出塁、１番中村（忠）が内野安打で続きノーアウト１、２塁となり、２番齊藤の打球をピッチャーがミスをしてノーアウト満塁のチャンスを迎えた。ここで、３番寒河江が右中間へ走者一掃の３塁打で３点を追加して、大会規程により７回７点差のコールドゲームとなった。
　苫小牧消防協は投手の山田が相手打線を完封で抑える好投を見せ、その好投に打線が爆発して、初出場ベスト４を成し遂げた。



